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§１．研究成果の概要 

 

本年度は申請提案に従い、ポリアミン誘導体の合成手法についての検討を行った。特に一つ目

のテーマであるポリアミン誘導体の多様性合成手法の確立に向けて、検討を行った。詳細な条件

検討により、収率が向上し、良好な収率と収量で目的とするジアミン分子を得ることができた。本条

件を用いて、さらに求電子剤と反応させることにより、長鎖ポリアミン分子の合成が可能になると見

込んでいる。 

もう一つのテーマとして、ポリアミン分子の官能基化に向けて、光触媒を用いる分子の官能基導

入手法の検討を行った。昨年度の知見をもとに反応条件の検討を行ったところ、ポリアミンの酸素

化と続く脱離により、アルケニル化が進行することを明らかにした。加えて、適切な条件においてア

ルキル化が進行することも見つけた。以上のことから、ポリアミンを直接官能基化する手法の糸口

が見つかっており、更なる検討により手法の確立を目指す。 

本年度はこれらに加えて、遷移金属触媒を用いる合成手法の開発を行った。その結果、ジアゼ

チジンという分子から新たな含窒素ヘテロ環合成を実現した。本手法ではさまざまなヘテロ環を合

成することができ、有用な手法となり得るため、次年度さらに検討を続ける。 

以上の研究において合成したポリアミン分子の活性は適宜調査していく。 
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